
Ｄ－オ－①

単元 「Ｄ 水泳(横泳ぎ)」

１ 単元目標

， 。(1) 自己の能力に応じて横泳ぎの技能を高め 続けて長く泳いだりすることができるようにする

ア 浮きをとり水をかく手，水を押し挟むあおり足の動作とそのタイミングなどの技能を習得

し，十分な伸びをとって泳ぐことができるようにする。

イ 手の動作と呼吸のタイミング，手と足の動作のコンビネーションなど調和のとれた動作が

（技能の内容）できるようにする。

(2) 互いに協力して練習ができるようにするとともに，勝敗に対して公正な態度がとれるように

する。また，水泳の事故防止に関する心得を守り，健康・安全に留意して練習や競泳ができる

（態度の内容）ようにする。

(3) 自己の能力に応じた課題の解決を目指して，計画的な練習の仕方を工夫することができるよ

（学び方の内容）うにする。

２ 単元の評価規準

Ⅰ 運動への関心・意欲・態度

水泳の特性に関心を持ち，互いに協力したり，事故防止に関する心得を守ったりして，健康

・安全に留意して練習をしようとする。

① 記録の向上の喜びや水泳の楽しさなどを味わおうとする。

② 仲間と協力して計測し合ったり，教え合ったりしようとする。

③ 記録の計測や勝敗に対して公正な態度をとり，その結果を受け入れようとする。

④ 水泳の事故防止に関する心得を守り，健康・安全に留意して練習しようとする。

Ⅱ 運動についての思考・判断

自分の能力に応じて選択した泳法で，目標距離等を設定し，それを達成するための課題の解

決を目指して，計画的な練習の仕方を工夫している。

① 自分のこれまでの学習経験や泳力などから目標距離等を設定している。

② 課題解決に必要な，練習内容・方法を選んだり，見付けたりしている。

③ 課題の達成状況をとらえ，練習の仕方を見直したり，新しい課題を選んだりしている。

Ⅲ 運動の技能

横泳ぎの特性に応じた技能を身に付けるとともに，その技能を高め，続けて長く泳いだりす

ることができる。

① 自分の能力に応じて，続けて長く泳いだりすることができる。

② 基本姿勢を保ちながら，手や足の動作ができる。

③ 手と足の調和のとれた動きができ、十分な伸びをとって泳ぐことができる。

Ⅳ 運動や安全についての知識・理解

水泳の特性や技術の構造を理解するとともに，練習の計画的な行い方，ルールや審判法につ

いて理解している。また、水泳の事故防止の心得や対処方法の知識を身に付けている。

① 水泳の特性や技術の構造，ルールや審判法を知っている。

② 練習の仕方や，練習計画の立て方を知っている。

③ 水泳の事故防止の心得や対処方法を知っている。



Ｄ－オ－②

３ 評価規準例「水泳(横泳ぎ)」

Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する

横泳ぎの特性に強い関心を持 横泳ぎの特性に関心を持ち， 教師や仲間の助言を受けて，① ① ①
ち，自己の能力にあった目標 自己の能力にあった目標を定 自己の目標を定め，横泳ぎの
を定め，自ら進んで横泳ぎの め，横泳ぎの楽しさや喜びを 楽しさや喜びを味わおうとす
し楽しさや喜びを味わおうと 味わおうとする。 る。
する。

Ⅰ
自ら進んで助言をしたり，励 互いに助言し合ったり，記録 仲間からの指摘や励ましを受関 ② ② ②
まし合うなど，仲間と協力し を計測しあうなど，協力して けて，記録の計測や練習に取心
て記録の計測や練習に取り組 練習に取り組もうとする。 り組もうとする。・
もうとする。意

欲
記録の計測や勝敗に対して， 記録の計測や勝敗に対して公 教師や仲間の助言を受けて，・ ③ ③ ③
公正な態度がとれ，結果を客 正な態度がとれ，その結果を 自分や仲間の記録や勝敗を受態
観的に受け止めたり，仲間を 受け入れようとする。 け入れようとする。度
尊重しようとする。

水泳の事故防止に関する心得 水泳の事故防止に関する心得 教師や仲間の助言を受けて，④ ④ ④
を常に守り，自ら進んで健康 を守り，健康・安全に留意し 健康・安全に留意して，練習
・安全に留意して練習しよう て練習しようとする。 しようとする。
とする。

自分の現状（泳力・記録）を 自分の現状（泳力・記録）に 自分の現状（泳力・記録）を① ① ①
正確に把握し，自己の能力を 応じた目標記録を設定してい 把握している。
最大限に引き出すための高い る。
目標記録を設定している。

Ⅱ
課題解決のための効果的な練 課題解決に必要な練習の方法 教師や仲間の助言を受けなが思 ② ② ②
習方法を，各種の資料を活用 を選んだり，見付けたりして ら，練習方法を選んだりして考
し，自ら考えたり助言を受け いる。 いる。・
ながら改善しようとしている。判

断
練習の成果や課題の達成状況 課題の達成状況をとらえ，練 教師や仲間の助言を受けなが③ ③ ③
を仲間と確かめ合い，新たな 習の仕方を見直したり，新し ら，練習方法を見直したり，
課題の解決に向けて，練習方 い課題を選んだりしている。 新しい課題を選んだりしてい
法に修正を加えながら見通し る。
を立てて取り組もうとする。

自己の能力に適したペース配 自分の能力に応じて，続けて 自分のペースで泳ぐことがで① ① ①
分を把握しており，より長く 長く泳いだりすることができ きる。
泳ぐことができる。 る。Ⅲ

運
基本姿勢を保ちながら，手や 基本姿勢を保ちながら，手や 手や足の動作が一部できる。動 ② ② ②
足の動作を正確にできる。 足の動作ができる。の

技
能

手と足の調和のとれた動きが 手と足の調和のとれた動きが 手と足の調和のとれた動きが③ ③ ③
でき，大きく伸びをとって泳 でき，伸びをとって泳ぐこと 一部できる。
ぐことができる。 ができる。

横泳ぎの特性や技術の構造， 横泳ぎの特性や技術の構造， 横泳ぎの特性や技術の構造，① ① ①
ルール，審判法について詳し ルール，審判法について言っ ルール，審判法を部分的に理
く説明できる。 たり書き出したりしている。 解している。

Ⅳ
合理的な練習方法や学習の進 合理的な練習方法や学習の進 練習方法や学習の進め方，練知 ② ② ②
め方，練習計画の立て方につ め方，練習計画の立て方につ 習計画の立て方について，部識
いて，詳しく説明できる。 いて，具体例を挙げている。 分的に知っている。・

理
水泳の事故防止の心得や練習 水泳の事故防止の心得や練習 水泳の事故防止の心得や練習解 ③ ③ ③
場のルール，事故がおきたと 場のルール，事故がおきたと 場のルール，事故がおきたと
きの対処について，詳しく説 きの対処について，言ったり きの対処について，部分的に
明できる。 書き出したりしている。 知っている。



Ｄ－オ－③

評価規準の評価観点例「水泳(横泳ぎ)」４

Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する

る。①ア ①ア ①ア自己の泳力を理解し，向上心 自己の泳力を理解し，楽しく 楽しく学習に取り組んでい
を持って楽しく学習に取り組 学習に取り組んでいる。
んでいる。

計測や記録の場面で，リーダ 計測や記録を他と協力しなが 仲間からの指摘を受けながらⅠ ②ア ②ア ②ア
ーシップを発揮している。 ら行っている。 計測している。関

心
計測結果を客観的に受け止 計測結果に対して公正な態度 仲間からの指摘を受けながら・ ③ア ③ア ③アめ、
他人の記録を尊重している。 をとっている。 計測結果を受け入れている。意

欲
入水時に他の泳者や入水者に 入水時に他の泳者や入水者に 入水時に注意を払っている。・ ④ア ④ア ④ア
積極的に注意を払っている。 注意を払っている。態
常に禁止事項を守り、仲間へ 禁止事項を遵守している。 仲間からの指摘を受けながら度 イ イ イ
の配慮もしている。 禁止事項を守っている。
指導者やリーダーの指示を積 指導者やリーダーの指示を聞 仲間からの指摘を受けながらウ ウ ウ
極的に聞いている。 いている｡ 指導者やリーダーの指示を聞

いている。

常に現状を把握し、自己の能 個々の泳力に応じた目標距離 自分の現状（泳力・記録）を①ア ①ア ①ア
力を最大限に引き出すための を設定している。 把握している。
目標距離をを設定している。

自己のフォームを常にチェッ 自己のフォームをチェックし 教師や仲間の助言を受けながⅡ ②ア ②ア ②ア
クし修正しながら練習したり 修正しながら練習したりして ら，練習したりしている。思
している。 いる。考
補助具を有効に使ったり，積 補助具などを有効に使ったり 教師や仲間の助言を受けなが・ イ イ イ
極的に仲間の補助をするなど てしている。 ら，補助具などを使ったりし判
している。 している。断

仲間と互いのフォームや距離 フォームや距離を評価し，問 教師や仲間の助言を受けなが③ア ③ア ③ア
を評価し，問題点を助言し合 題点を見付け，練習方法を修 ら，練習方法を見直したりし
ったり，練習方法を指示し合 正したりしている。 いる。
ったりしている。

常に目標距離に到達できる。 目標距離に到達できる。 目標距離におおむね到達でき①ア ①ア ①ア
る。

常に安定した状態で，体をま 体をまっすぐに伸ばし，体側 体側を下にし，水面に垂直に②ア ②ア ②ア
っすぐに伸ばし，体側を下に を下にし，水面に垂直になる るなるような姿勢で泳ぐこと
し，水面に垂直になるような ような姿勢で泳ぐことができ ができる。Ⅲ
姿勢で泳ぐことができる。 る。運
先手と受け手の動作が大きく 先手と受け手の動作がスムー 先手と受け手の動作ができる。動 イ イ イ
正確にできる。 ズできる。の
あおり足の動作を力強く正確 あおり足の動作ができる。 あおり足の動作を意識しなが技 ウ ウ ウ
にできる。 ら泳ぐことができる。能

手と足のコンビネーションが 手と足のコンビネーションが 手と足のコンビネーションが③ア ③ア ③ア
とれた大きく伸びのある泳ぎ とれた伸びのある泳ぎができ 一部できる。
ができる。 る。
常に手の動作に合わせたスム 手の動作に合わせた呼吸動作 呼吸動作が一部できる。イ イ イ
ーズな呼吸動作ができる。 ができる。

技術について，仲間と積極的 技術について，仲間と話し合 技術について，学習ノートに①ア ①ア ①ア
に話し合ったり，詳しく学習 ったり，学習ノートにまとめ 書き出したりしている。
ノートにまとめたりしている。 たりしている。

練習方法や学習の進め方，練 練習方法や学習の進め方，練 練習方法や学習の進め方，練②ア ②ア ②ア
習計画をより詳しく学習ノー 習計画を学習ノートにまとめ 習計画の一部を学習ノートにⅣ
トにまとめたりしている。 たりしている。 書き出したりしている。知

識
事故防止の心得や事故がおき 事故防止の心得や事故がおき 事故防止の心得や事故がおき・ ③ア ③ア ③ア
たときの対処についてより詳 たときの対処について学習ノ たときの対処について知って理
しく学習ノートにまとめたり ートにまとめてたりしている。 いる。解
している。
仲間に対して，水泳の事故防 仲間に対して，水泳の事故防 水泳の事故防止や安全活動にイ イ イ
止や安全活動についての注意 止や安全活動についての注意 ついて知っている。
や助言を積極的にしたりして や助言をしたりしている。
いる。



Ｄ－オ－④

５ 指導と評価の計画例「水泳(横泳ぎ)＜２年生(１０時間)＞」

時間 ねらい・生徒の学習活動 学習活動における評価の観点具体の規準・方法

(1) 水泳の特性や安全活動，また泳法 Ⅰ－① ・横泳ぎの特性に興味を持ち，安全活動を心は
における技能の構造を理解する。 行動観察 掛けるとともに，楽しさや喜びを味わおうじ

とする。め
(2) 水なれと出入水時の安全確認方法 Ⅳ－③ ・水泳の事故防止の心得や練習場のルール，

（

の理解と実践。 行動観察 事故発生時の対処について，言ったり書き２
学習ノート 出したりしている。時

間 ねらい１（今ある能力で工夫）
(1) 泳力判定(初期計測とグループ分 Ⅱ－① ・自分の現状（泳力・記録）を把握し，自己

）

け) 学習ノート の能力に応じた目標記録を設定している。
ア 壁キックから10ｍ泳法チェック

(2) グループリーダーの選出

ねらい２（高まった能力に合わせて）
(1) 泳法技術の習得 Ⅳ－① ・横泳ぎの特性や技術の構造，ルールについな

ア 基本姿勢 行動観察 て言ったり書き出したりしている。か
イ あおり足 学習ノート１
ウ 先手・納手

（

エ コンビネーション Ⅳ－② ・合理的な練習方法や学習の進め方，練習計３
オ 呼吸法 行動観察 画の立て方について具体例を挙げている。時

学習ノート間
(2) 技能向上のための練習法の工夫 Ⅱ－② ・課題解決に必要な練習や競泳の方法を選ん

）

ア 補助者（２人１組） 行動観察 だり，見付けたりしている。
イ 補助具（ビート板） 学習ノート
ウ 活動場所

プールサイド Ⅰ－④ ・水泳の事故防止に関する心得を守り健康・a
プール壁面 行動観察 安全に留意して練習や競泳をしようとする。b
水中c

(3) 泳法チェック Ⅲ－② ・基本姿勢を保ちながら，手や足の動作がで
行動観察 きる。

(1) 泳力向上のための練習法の工夫 Ⅱ－③ ・課題の達成状況をとらえ，練習の仕方を見な
， 。か 行動観察 直したり 新しい課題を選んだりしている

学習ノート２
(2) 総合練習 Ⅰ－② ・互いに助言しあったり，励まし合うなど，

（

行動観察 仲間と協力して練習に取り組もうとする。２
Ⅲ－③時
行動観察 ・手と足の調和のとれた動きができ，伸びを間

とって泳ぐことができる。
）

ねらい３（さらに進んだ能力で）
(1) 記録会 Ⅲ－①な

ア 距離計測 技能テスト ・自分の能力に応じたフォームで，続けて長か
く泳ぐことができる。３

Ⅰ－③

（

行動観察 ・記録の計測や勝敗に対して公正な態度がと２
(2)「水」にかかわる事故防止について Ⅳ－③ れ，その結果を受け入れようとする。時

ア 着衣水泳 行動観察 ・水泳の事故防止の心得や事故発生時の対処間
， 。

）

イ 救助法・運搬法 学習ノート について 言ったり書き出したりしている
ウ 心肺蘇生法

自己の学習ノートの記録を手がかりに 学習ノート 行動観察などから関心・意欲・態度の項目とま
しながら，学習を振り返り，学習全体 や評価記録 して次のことを評価する。と
のまとめをする。 簿から総括 (1) 意欲的に取り組もうと更衣を早く済まめ
(1) 水泳に対して，興味や関心がさら 的な評価を せ，集合できたか。

（

に高まったかどうか。 する。 (2) 安全活動を心掛け，不安全な行動や態１
(2) 学習活動の進め方や工夫の仕方は 度をとっていないか。時

どうであったか。間
(3) 技能はどのように向上したか。

）



　６　Ⅰ個人評価シート例「水泳(横泳ぎ)」

割合

％

Ⅰ－① 1 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅰ－① 2 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅰ－② 3 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅰ－③ 4 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅰ－④ 5 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅰ－④ 6 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅱ－① 7 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅱ－② 8 目標達成に必要な練習方法を選んでいる。 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅱ－③ 9 フォームを評価し、練習方法を見直している。 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅲ－① 10 目標距離に到達できる。 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅲ－② 11 基本姿勢ができている。 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅲ－② 12 先手と受け手の動作ができる。 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅲ－② 13 あおり足の動作ができる。 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅲ－③ 14 手と足の調和のとれた動作ができる。 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅲ－③ 15 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅲ－③ 16 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅳ－① 17 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅳ－① 18 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅳ－② 19 Ａ Ｂ Ｃ × 1

Ⅳ－③ 20 Ａ Ｂ Ｃ × 1

テスト Ⅳ－全 21 Ａ Ｂ Ｃ × 10

特記事項

備考

２年○組　○○番　氏名○○○○

具体の
規準

合計

自分の泳力に応じた目標距離を設定をしている。

合計

特記事項評価　○＆×

楽しく、積極的に学習に取り組んでいる。

水泳の事故防止に関する心得が守れている。

倍率

評価

25%

25%

25%

25%

Ⅳ
知
識
・
理
解 小テスト

練習の仕方や計画の立て方を理解している。

ルールや審判法を理解している。

事故防止の心得や対処方法を理解している。

横泳ぎの特性や技術の構造について理解している。
行
動
観
察
・

学
習
ノ
ー

ト

行
動
観
察
・
技
能
テ
ス
ト 十分な伸びをとって泳ぐことができる。

手の動作に合わせた呼吸ができる。

観点別評価項目（具体例）

横泳ぎの特性に関心がある。

仲間と協力しながら学習に取り組んでいる。

計測結果や勝敗に対して公正な態度がとれる。

総合計

合計

Ⅰ
関
心
・
意
欲
・
態
度

Ⅱ
思
考
・
判
断

Ⅲ
運
動
の
技
能

健康・安全に留意して学習に取り組んでいる。

行
動
観
察

行
動
観
察
・

学
習
ノ
ー

ト

Ｄ－オ－⑤

評価
観点

方
法

項
目
番
号

評価点

評価結果

総時間数（　　　　）時間　　、　　欠席時間数（　　　　）時間　、　　見学時間（　　　　）時間

合計



Ⅰ－① Ⅰ－① Ⅰ－② Ⅰ－③ Ⅰ－④ Ⅰ－④ Ⅱ－① Ⅱ－① Ⅱ－② Ⅲ－① Ⅲ－② Ⅲ－② Ⅲ－② Ⅲ－③ Ⅲ－③ Ⅲ－① Ⅳ－① Ⅳ－① Ⅳ－② Ⅳ－③

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
自
分
の
泳
力
に
応
じ
た
目
標
距
離
を

設
定
を
し
て
い
る

。

倍
率

倍
率

倍
率

倍
率

№ 組・番 氏   名 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
×
10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

行動観察・技能テスト

実施月／日

手
の
動
作
に
合
わ
せ
た
呼
吸
が
で
き
る

。

十
分
な
伸
び
を
と

っ
て
泳
ぐ
こ
と
が
で
き

る

。
観
点
別
評
価
項
目

（
具
体
例

）

フ
ォ
ー

ム
を
評
価
し

、
練
習
方
法
を
見
直

し
て
い
る

。

行動観察・学習ノート

楽
し
く

、
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
る

。

あ
お
り
足
の
動
作
が
で
き
る

。

横
泳
ぎ
の
特
性
に
関
心
が
あ
る

。

小
テ
ス
ト

項目番号
具体の規準

仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る

。

Ⅰ
　
小
計

Ⅱ
　
小
計

目
標
達
成
に
必
要
な
練
習
方
法
を
選
ん
で

い
る

。

手
と
足
の
調
和
の
と
れ
た
動
作
が
で
き

る

。

Ⅳ－全

評価観点 Ⅰ関心・意欲・態度 Ⅳ知識・理解　

合
　
計
　
得
　
点

評価方法 行動観察

計
測
結
果
や
競
泳
の
勝
敗
に
対
し
て
公
正

な
態
度
が
と
れ
る

。

水
泳
の
事
故
防
止
に
関
す
る
心
得
が
守
れ

て
い
る

。

健
康
・
安
全
に
留
意
し
て
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
る

。

先
手
と
受
け
手
の
動
作
が
で
き
る

。

総時間数（　　　　）時間，　欠席時間数（　　　　）時間，　見学時間（　　　　）時間

６
　

Ⅱ
集

団
評

価
シ

ー
ト

例
（
2
0
人

用
）
「
水

泳
（
横

泳
ぎ

）
」

横
泳
ぎ
の
特
性
や
技
術
の
構
造
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る

。

ル
ー

ル
や
審
判
法
を
理
解
し
て
い
る

。

練
習
の
仕
方
や
計
画
の
立
て
方
を
理
解
し

て
い
る

。

事
故
防
止
の
心
得
や
対
処
方
法
を
理
解
し

て
い
る

。

テスト

Ⅳ
　
小
計

Ｄ
－
オ
－
⑥

21

Ⅱ思考・判断

評価シート　　 水泳 （横泳ぎ）　　２年生（１０時間）

Ⅲ運動の技能
行動観察・学習ノート

Ⅲ
　
小
計

目
標
距
離
に
到
達
で
き
る

。

基
本
姿
勢
が
で
き
て
い
る

。



２年生（１０時間）

№ 組・番

Ｄ
－
オ

－
⑦

40

39

総時間数（　　　　）時間　，　　　　欠席時間数（　　　　）時間　，　　　　見学時間（　　　　）時間

36

22 事故防止の心得や対処方法を理解している。

35

34

21 練習の仕方や計画の立て方を理解している。

33

31

30

Ⅳ
知
識
・
理
解

29

28

Ⅲ－③ 16 十分な伸びをとって泳ぐことができる。

27

26

15 手の動作に合わせた呼吸ができる。

25

14 手と足の調和のとれた動作ができる。

24

23
Ⅲ－③

13 あおり足の動作ができる。

22

Ⅲ－②

Ⅲ－③

12 先手と受け手の動作ができる。

20

基本姿勢ができている。Ⅲ－②

Ⅲ－②

目標距離に到達できる。
16

15

フォームやタイムを評価し、練習方法を見直している。
14

行
動
観
察
・
技
能
テ
ス
ト

13

Ⅱ－③

8

9

10

11

Ⅲ
運
動
の
技
能

12

7Ⅱ
思
考
・
判
断

行
動
観
察

Ⅱ－①

Ⅱ－②

9

8

7

6

Ⅰ
関
心
・
意
欲
・
態
度 Ⅰ－④ 5 水泳の事故防止に関する心得が守れている。

Ⅰ－④ 6 健康・安全に留意して学習に取り組んでいる。

Ⅰ－③ 4 計測結果や競泳の勝敗に対して公正な態度がとれる。

Ⅰ－② 3 仲間と協力しながら学習に取り組んでいる。

5

4

Ⅰ－① 2 楽しく、積極的に学習に取り組んでいる。
3

Ⅰ－① 1 横泳ぎの特性に関心がある。

2

行
動
観
察

1

項
目
番
号

観点別評価項目（具体例）

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

評
価
観
点

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

方
法

具体
の

規準

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

 
　
月
　
日

　　　　　評価項目番号
氏　　　名

観点別評価項目例　「水泳（横泳ぎ）」
６

　
Ⅲ

集
団

評
価

シ
ー

ト
例

（
4
0
人

用
）
「
水

泳
（
横

泳
ぎ

）
」

　　年　　　組
実
施
月
日

① ② ③

10

体育授業　記録シート

　種目名（　　　　　　）

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

 
　
月
　
日

17

11

19

18

Ⅲ－①

21

小テスト

行
動
観
察

Ⅳ－① 19 横泳ぎの特性や技術の構造について理解している。

Ⅳ－① 20 ルールや審判法を理解している。

Ⅳ－②

Ⅳ－③

37

Ⅳ－全 23テスト

32

自分の泳力に応じた目標距離を設定をしている。

目標達成に必要な練習方法を選んでいる。

38


